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パブリックコメントの結果について 

 

 

１ 募集期間 

  平成１９年３月７日（水）から平成１９年４月５日（木）まで 
 
２ 募集方法 

市役所の市政案内所，各区役所・支所のまちづくり推進課等においてリーフレ

ットを配布したほか，インターネットによる意見募集も行った。さらに，各評価

制度の第三者機関の委員等にリーフレットをきめ細かく配布した。 
 
３ 募集結果 

  応募者数１４人，意見数１７件 
 
４ 意見内容 

  次ページのとおり 
 
５ その他 

  職員にも意見を募集し，３３０人から提出を受けた。 
主な意見は，「市民への更なる周知の努力が必要」，「評価した結果何を改善し

たかを公表することが大切」などである。 
 



　　お一人の方から９件を受け付け。御意見の内容及び京都市の考え方（案）は次のとおり。

市民意見 京都市の考え方（案）

（１）冊子「平成１９年度政策評価結果」における表現について

1 客観指標評価について
もう少し分かりやすく説
明してほしい。「達成度
等 」 「 数 値 等 」 な ど
「等」が多用されている
のが原因かと思う。

評価結果を分かりやすく御説明することは，非常に重要であると考えており
ます。現在も，京都国際マンガミュージアムの協力を得て，マンガでの説明を
盛り込んだ行政評価条例リーフレットを作成するなどの工夫をしております
が，御指摘も踏まえ，できるかぎり「等」を用いず，市民の皆様に更に分かり
やすいものとなるよう表現を工夫して参ります。

2 市民生活実感評価とい
う名称は，表現が少しず
れているように思うの
で，「実感」という表現
を変えた方が良いのでは
ないか。

「市民生活実感評価」という名称につきましては，基礎としております市民
生活実感調査が「市政以外の全ての要素を含んだ結果としての市民の生活実感
を問うている」（平成１５年１２月，京都市政策評価制度評議会意見）もので
あるため，「市民生活実感…が望ましい」（同上）と考えております。

3 市民生活実感調査に関
する説明がほしい（対象
者層及び人数）。

「市民生活実感調査」につきましては，市内にお住まいの方の中から無作為
に選んだ２０歳以上の３，０００人の方々にアンケートをお願いして実施して
おります。スペースの関係から冊子に掲載しておりませんでしたが，冊子に掲
載できるよう工夫して参ります。

なお，同調査の概要につきましては，平成１９年６月２８日付けで広報発表
しております。また，現在でも，冊子「平成１９年度政策評価（評価票）」で
は御紹介しております。

4 Ａ～Ｅの５段階の総合
評価について，「どちら
とも言えない」といった
段階も必要ではないか。
今の表現では，肯定的な
ものが多くなり，客観
性・公平性に欠けるので
はないか。

　５段階の総合評価につきましては，Ａ（目的が十分に達成）からＥ（目的が
達成されていない）までございますが，真ん中のＣ評価は「目的がそこそこ達
成」と表現しております。
　このＣ評価の表現について「どちらとも言えない」とすべきではないかとの
御意見でございますが，本市では，「少ないが満足できる程度」という意味を
表し，場面によって肯定的・否定的両方の意味合いを持っている「そこそこ」
という表現を用いております。「目的の達成度」に着目して表現しております
ので，真ん中のＣ評価を「どちらとも言えない」と表現することは難しいと考
えます。
　なお，経年比較を行う必要もあることから，当面５段階で評価して参りたい
と考えておりますが，御指摘も踏まえ，例えば４段階での評価の方が適切かな
ど，より適切な評価段階の数について検討して参りたいと考えております。

（２）評価結果の分析及び活用について

5 制度を設け，取り組ま
れてきたことに敬意を表
する。評価結果を真撃に
受け止め，今後どう市政
運営に活用されるかが重
い課題として残る。

政策評価制度につきましては，平成１６年度に導入して以来，その結果を，
翌年度にどのような政策分野に力を入れるべきかを示す「政策重点化方針」の
策定や，予算編成の際の資料として活用しております。また，各局区が当該年
度の運営方針を盛り込む「局区運営方針」の策定に当たっても活用されており
ます。

「評価結果を積極的に活用すべき」という原則も盛り込んだ「行政評価条
例」（京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例）を平成１９年
６月から施行したことも踏まえ，今後とも，一層の活用に努めて参ります。

6 客観指標評価に比べ市
民生活実感評価が低い政
策，施策に注目し，その
原因を検討することが必
要である。

客観指標評価と市民生活実感評価の結果につきましては，政策分野によっ
て，客観指標の改善が生活実感に繋がりにくい分野や，取組の進展により更に
市民の皆様の要望水準が上がる分野も考えられ，一般的には，生活実感の方が
改善されにくい面もありますが，両評価結果に乖離がないことが理想であると
考えております。

このため，市民実感調査の設問内容のほか，客観指標や評価基準をチェック
するなど，継続的に見直しを行っております。

今後とも，継続的に原因を精査するとともに，必要な見直しを行って参りま
す。

２　市民意見申出制度の受付状況について



7 昨年度に比べ評価が低
下した政策，施策につい
ても今後真剣な対応をお
考えいただきたい。

政策評価制度は，京都市が京都市基本計画に基づいて取り組んだ政策や施策
のそれぞれの分野において，京都市をはじめとする各種の行政活動や民間の諸
活動などによって市民生活の状態が今どのようになっているのかを各種の指標
やアンケート調査をもとに把握し，分析して評価を行い，次の政策，施策の展
開に役立てるために実施しております。

今後とも，すべての政策，施策の評価結果を行政運営に積極的に活用し，政
策や施策の一層の推進に努めて参ります。

8 総合評価がＤとなった
「市民とともに行う評価
のしくみづくり」に今後
真剣に取り組み，制度を
より良くしていただけれ
ばうれしい。

御指摘の施策につきましては，客観指標総合評価，市民生活実感評価ともｃ
からｄ評価に下がったことから，今年度の総合評価はＤに１ランク低下しまし
た。

今後，客観指標総合評価が下がった要因である「市民生活実感調査の回答
率」の向上をはじめ，他の客観指標も成果が向上するよう努めて参ります。

また，行政評価は市民の皆様になじみにくく，全国的に関心の低さが大きな
課題とされておりますが，適正な評価を行ううえでも市民参加は不可欠であ
り，「行政評価条例リーフレット」により分かりやすく制度を紹介するなど，
一層の説明と広報に努めて参ります。

（３）政策評価委員会について

9 第三者機関としての政
策評価委員会がこの制度
の改善，充実に取り組ん
でいただければ，市民と
して喜ばしい。

政策評価委員会につきましては，政策評価制度の充実や，政策評価の手法
についての助言・提案をいただくために設置しており，毎回活発な御議論をい
ただいております。

今後とも，政策評価委員会の御議論を十分に踏まえ，政策評価制度の改善，
充実に取り組んで参ります。


